





























































































































































































































































第 11 回無形民俗文化財研究協議会 





























































































































































































































































































































































































図 32　碁石海岸虎舞競演会（2014 年） 図 33　フォーラム「大船渡市の民俗芸能の今」
（2015 年）





































































　東　今年が 60 周年なので、60 年前です。今 35 の芸能がありますが、団体数としてはもう少し少
なくなります。三陸町に関しては昭和 49 年から芸能協会を作っていて、それが合併したということ
だと思います。







平成 28年 12月 9日（金） 
第 11 回無形民俗文化財研究協議会 
「無形文化遺産と防災 ―リスクマネジメントと復興サポート―」 
岩手県大船渡市における無形文化遺産の防災 




   災害に備える 
   特別な例としてではなく、普遍的な問題として 













































くて、昭和 20 年代には南海地震も起こっていますし、大規模な水害が発生していますので、昭和 20
～ 30 年代後半ぐらいまでは災害が少ないという記述は出てこないのです。そうした記述が出てくる
ようになるのが昭和 38 ～ 40 年ごろからです。これは前回の南海地震が昭和 21 年 12 月 21 日、こ










　南海トラフ巨大地震は平成 23 年に想定震源域が改定されまして、図 2 の白い線の範囲だったのが
拡大して四国の大部分が囲われるようなかたちになりました。実際には静岡県の駿河湾あたりから宮
崎県の沖まで、南海トラフが東海地震・東南海地震・南海地震と連動して発生する恐れがある、それ




方町で 21 メートル、私の出身地の八幡浜市では 9 メートルと想定されていますが、「本当にそんな
に来るの？ちょっと現実離れしてるんじゃない？」という感覚で住民は捉えているところもあります。












鳥時代・西暦 684 年）から大体 100 ～ 150 年に一度は巨大地震が発生しているということがわかって
います。直近では昭和 21 年（1946）に南海地震、その 2 年前の昭和 19 年（1944）に東南海地震が発
生して、その前が嘉永 7 年（改元して安政元年、1854）の安政南海地震です。この時は東海・東南海・







た。実は道後温泉は歴代の南海地震で、ほぼ止まっております。大体 3 ～ 5 ヶ月後に復旧はしてい
るのですが、日本の文献史上、南海地震に関して最初に出てくるのは伊予なのです。そして土佐（高
















から伊予灘にかけての中央構造線断層帯では、ほぼ 0 ～ 0.4％の発生確率ということで、あまり危機
意識を持たなくてよいような数字に見えます（図 6）。しかし、今回の 4 月 14・16 日の熊本地震のい















　この 300 年間の南海地震をおさらいすると、宝永 4 年（1707）に宝永南海地震がありました（図９）。
それは東海地方から四国沖までマグニチュード 8.6 で、この 49 日後に富士山が噴火した、いわゆる
宝永の噴火の時の地震です。そして嘉永 7 年（1854）、改元されて安政元年になりますが、マグニチュー
ド 8.4 です。この時は 11 月 5 日に南海地震が起こっているのですが、その 32 時間前に東海・東南
海地震が発生している。ですから、東海・東南海地震は 11 月 4 日の発生になっています。そして昭

















県東部地震も発生しています（図 10）。ちょうど１ヶ月後の４月 11 日に福島県いわき市で震度６弱を
観測した大きな地震も、誘発地震になります。これと似たような記録が愛媛県八幡浜市に残っていま
して、これも余震といいますか実際には誘発地震なのです。図 11 では現代語訳していますが、記録
をみると「嘉永 7 年 11 月 4 日の正午ごろに少々揺れ始める」と書いてあります。「少々揺れ始める」
とあるので、南海地震はそんなに大したことはなかったんだなと思っていたら、よく考えると 11 月
４日の正午なので、これは実は東海・東南海地震の揺れが四国の一番西端の九州との境のところまで
伝わっていたということになります。その 32 時間後の「5 日の午後 4 時ごろに大きく揺れ」、とある
のが南海地震の本震です。「町内が少々傷む」とあり、この時は家屋の損壊はそれほど多くはなかった。
そして、その地震の約 1 時間後に「大津波があって、現在の中心商店街を越えた海から約 1.2 キロほ
どいったところまで潮が上がった。住民は山の大法寺に上がった。余震が続いた」と。その 2 日後、


















32 年８月に愛媛県内で 828 人が亡くなるという大きな大水害が発生しました、近代の愛媛県では一
番大きな被害が出ました。最も被害が大きかったのが別子銅山（現新居浜市）で、そこが流れてしまっ
て死者が多く出ました。犠牲者を供養する石碑がその２年後、要するに三回忌の供養として建てられ












掲げられているものです。これは明治 17 年（1884）8 月 25 日に発生した災害ですが、この絵額がい





















県境から直線距離にして 5 キロいったところですが、ここに津波の遡上高の記録があります（図 21）。





































































































ト研究交流集会が開催されます。全国各地の史料ネットの 23 人が 15 分ずつ、2 日間にわたって報
告しあって交流するという、要するに顔と顔が見えるつきあいをしようというのが趣旨です。第 1 回







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 3　完成した虎頭 図 5　完成したテレボク
図 7　完成した獅子頭図 6　荒彫した獅子頭 図 8　荒彫した虎頭
図 4　残されていたテレボ
クの写真（石巻市雄勝町）





















出るには、使い続けて 10 ～ 20 年かかります。ですから、復元は非常に難しいです。形はカタログ
で確認していただいていました。これもやはり寸法と材質が大切です。材質で一番よいのはケヤキで
図 14　 所有している祭礼具の把握





























































































図 21　神楽面の記録 図 22　その他の調度品の記録

















































　6 番目、「衣装等への過剰な防虫剤は無意味」。衣装などを入れる箱に防虫剤を 20 ～ 30 個ぐらい
バサっと入れてしまう。それは無意味です。なぜかというと、防虫剤の成分は空気より重いです。で






























































































































































































































































　次に、建造物の関係では、人材育成を 15 年ほどしてまいりました（図 8・9）。おかげで全国に現在
約 4,000 名の、いざという時に動いてくださる方々を養成してきている状況です。40 都道府県くら
いまで広がって、それらが稼働する状況になってきたということです。
　先般、鳥取県中部地震が起きました（10 月 21 日）。そうすると 1 週間くらいの間に調査の準備を終え、
11 月 12 ～ 13 日にボランタリーなかたちで集まって調査をして予算書を作る基礎資料を作りあげた、
というような状況になってきているということです。
　一方、熊本震災の時にかなりみなさんが理解してきたわけですが、広域的な相互支援協定が非常



























































































































きると思います（図 5）。ここでは 1 ～ 5 までの段階的にその影響の大きさと頻度を並べていますが、
このあたりになると文化あるいは無形文化遺産を対象にした時と若干違ってくるかと思います。具体





















































































































































































とリスクを感じる場面がものすごく多かったのです。まずは 3 月 24 日に芸予地震発生から 15 年と
いう節目がありました。それに併せて県内のマスコミや行政も含め、いろいろな取り組みが報道され
94




その 1 ～ 2 週間後にわかに話として出たりもしました。あとは夏、8 月 12 日に四国電力の伊方発電
所が再稼働しまして、原子力防災に関してもリアルに感じることがありました。ちなみに私の勤務す
る博物館は、再稼働している原子力発電所から直線距離で 23km の位置にあります。国内で再稼働中
















































































































































































































































事にしています。東北へはいまだに行きます。当初は 2 カ月に 1 回、約 2 週間ずつ行っていました。
今年は 1 年で 2 回ほど行きました。納めた所にはなるべく寄るようにして、調子はどうか、状態を
確認して戻ります。そういう細かいアフターフォローの部分も必要かと思います。その他に、うちも



































































































































1. 参加者数　　　　　　　124 名　（一般 103 名／スタッフ 21 名）
































































































































































































































































































　・もう 1 ～ 2 度、同じテーマでも良いと思う。具体的な取り組みのモデルを提示して、どの自治
体でもやってみましょうという話まで提示し、具体的な悩みや問題を解決するようなディスカッ
ションにしてはどうか
　・岡部さんの話を聞いて、無形の文化財を支える有形文化財について知見を深められたらと思った
　・午前中と午後の内容（有形の発表部分）のつながりにやや無理があったのでは。これは批判とい
うより、それぞれ別に扱える重要な点と思われる。もっとも「無形民俗文化財研究協議会」とし
ては午後を単独で扱うのは難しいのかもしれないことは理解している
　・基本的な解決策がないので、様々な事例を伺い、現状にフィードバック出来る機会を作っていた
だければと思う
　・今回のテーマでもおそらく明確な解答は出ないと思うので、こうした事例を聞き、検討する場が
継続されるのがよい
　・今回の発表内容が、次回協議会開催時までにひとつでも具体的に解決できたらうれしく思う
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資 
料
資料２
参加者一覧　（50 音順・敬称略）
明本　遥　　　エリザベト音楽大学大学院
浅野　璃奈　　東京文化財研究所
東　資子　　　一関市教育委員会
渥美　和彦　　（株）デジタルプレイス
安齋　順子　　くにたち郷土文化館
飯島　満　　　東京文化財研究所
石田　千恵子　川越市教育委員会
石村　智　　　東京文化財研究所
伊藤　純　　　東京文化財研究所
伊藤　大志　　朝霞市教育委員会
井上　素子　　東京国立博物館
井野　千春　　群馬県教育委員会
今井　雅之　　東北歴史博物館
今石　みぎわ　東京文化財研究所
入澤　紀　　　東京八重山郷友連合会
内田　幸彦　　埼玉県立歴史と民俗の博物館
内山　大介　　福島県立博物館
江藤　奈月　　目黒区めぐろ歴史資料館
大河内　智之　和歌山県立博物館
大島　建彦　　東洋大学名誉教授
大貫　美佐子　アジア太平洋無形文化遺産研究センター
大本　敬久　　愛媛県歴史文化博物館
大森　韶光　　西福寺
大山　孝正　　福島県文化財センター白河館
岡部　達也　　宮本卯之助商店
岡本　雅子　　花巻市教育委員会
小田原　直也　東京文化財研究所
尾曲　香織　　北海道博物館
柿本　雅美　　佛教大学宗教文化ミュージアム
河西　裕　　　NPO 文化遺産保存のための映像記録協会
加藤　隆志　　相模原市立博物館
門口　実代　　三重県総合博物館
金子　征史　　八王子市教育委員会
亀井　伸雄　　東京文化財研究所
狩野　萌　　　東京文化財研究所
川井　結花子　東京文化財研究所
菅野　泰久　　船橋市郷土資料館
菊池　理予　　東京文化財研究所
菊池　健策　　東京文化財研究所
岸岡　貴英　　京都府教育庁
岸本　誠司　　鳥海山・飛鳥ジオパーク構想推進協議会
木原　善和　　　
木村　真理子　栃木県立博物館
久保田　裕道　東京文化財研究所
熊谷　博人　　神社新報社編輯部
栗林　由美子　墨田区教育委員会
黒河内　貴光　東京文化財研究所
黒崎　浩行　　國學院大學
桑原　雅子　　松戸市教育委員会
小岩　秀太郎　（社）全日本郷土芸能協会
纐纈　茂　　　名古屋市教育委員会
小島　誠一郎　（株）ナブラ・ゼロ
後藤　知美　　埼玉県生涯学習文化財課
小林　裕美　　千葉県教育庁
斉川　昭二　　板橋区立郷土資料館
佐下橋　容代　（公財）ポーラ伝統文化振興財団
佐田尾　信作　中国新聞社
佐藤　周平　　上尾市教育委員会
佐野　真規　　東京文化財研究所
篠﨑　茂雄　　栃木県立博物館
清水　博之　　茨城キリスト教大学
志村　映美　　東京文化財研究所
鈴木　伸子　　長野県教育委員会
鈴木　正崇　　慶應義塾大学
角　美弥子　　北海道教育大学
関　孝夫　　　上尾市教育委員会
仙田　力　　　世田谷区教育委員会
田井　誠　　　共同通信社
高木　翼郎　　小金井市教育委員会
高桑　いづみ　東京文化財研究所
高橋　淳子　　さいたま市生涯学習部
武井　成美　　東京文化財研究所
舘野　太朗　　東京文化財研究所
田仲　桂　　　いわき市文化財保護審議会委員
谷川　隼也　　川口市教育委員会
田村　聡　　　神奈川県教育委員会
寺澤　健造　　（一社）全国農協観光協会
戸田　剛　　　浜松市市民部
戸張　真　　　草加市教育委員会
富永　優　　　儀礼文化学会
中島　誠二　　（株）シマワークス
中村　規　　　都市民俗研究所
中村　晴菜　　（一社）全国農協観光協会
中森　祥　　　鳥取県教育委員会
中藪　規正　　（一社）文化財共働
名越　章浩　　NHK
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参考資料
西岡　陽子　　大阪芸術大学
錦織　稔之　　島根県教育庁
根本　瑞穂　　稲城市教育委員会
野嶋　洋子　　アジア太平洋無形文化遺産研究センター
萩谷　良太　　土浦市教育委員会
橋本　かおる　東京文化財研究所
波田　尚大　　武蔵野市立武蔵野ふるさと歴史館
服部　武　　　さいたま文学館
浜島　司　　　まつり同好会
林　勲男　　　国立民族学博物館
林　圭史　　　茨城県立歴史館
東玉盛　靖修　東京八重山郷友連合会
俵木　悟　　　成城大学
平林　洋子　　静岡県教育委員会
福持　昌之　　京都市文化市民局
藤井　祐子　　世田谷区教育委員会
伏見　英俊　　智山伝法院
二神　葉子　　東京文化財研究所
保坂　匠　　　小田原市郷土文化館
細見　吉夫　　　
前原　恵美　　東京文化財研究所
真木　優輔　　青梅市郷土博物館
真島　俊一　　TEM 研究所
増山　一成　　中央区立郷土天文館
松井　今日子　芸北民俗芸能保存伝承館
松崎　睦彦　　東村山ふるさと歴史館
丸尾　依子　　山梨県立博物館
丸山　修　　　霞が関ナレッジスクエア
道澤　明　　　横芝光町教育委員会
三宅　豊　　　日の出町教育委員会
三宅　貴江　　滋賀県民俗文化財保護ネットワーク
宮前　功　　　東京都教育庁
宮本　瑞夫　　（一財）宮本記念財団
村上　裕道　　兵庫県教育委員会
森井　順之　　東京文化財研究所
森　悦子　　　調布市郷土博物館
森下　春夫　　（社）全日本郷土芸能協会
森本　仙介　　奈良県教育委員会
八木　三香　　NPO 法人文化財保存支援機構
八木　良憲　　共同通信社
矢田　直樹　　滋賀県教育委員会
山川　志典　　東京文化財研究所
山﨑　和巳　　多摩市教育委員会
山下　祐樹　　熊谷市立江南文化財センター
山田　あさぎ　戸田市立郷土博物館
山田　あづさ　軽井沢町教育委員会
山田　尚彦　　松戸市立博物館
山村　恭子　　館山市教育委員会
井汲　真佐子　川崎市教育委員会
吉田　政博　　板橋区教育委員会
吉原　睦　　　倉敷市教育委員会
渡瀬　綾乃　　東京文化財研究所
Helga Janse 筑波大学
第 11回 無形民俗文化財研究協議会報告書
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